
○
七

月
の

行
事

日
　

曜
日
　

干
　
支
　

九
星

七
月行

１
日

土
お
え
念
六
白

庚
国社
申民会
安
を
傾

（大）
事

ム
み
丶文
朔
＝

朔
月
の
こ

と
で
、

づ
き月

新
月
を
指
す

張
宿

へ

七
月

七
日

小
暑

の
節

よ
り

月
命
己
未
三
碧
水
星

の
月

暗
剣

殺
束

の
方

旧
暦

六
輝

中
段

艾
宿

下
段

日
出

入
月
出
入

満
潮

計
｀
す
富る
鴣
Ｌ
諳
銀
安

心
尸
十
四

赤
こ

つ
氏

大
字

ふ
１９．０１

竹
昌

２
日

日
お
：
リ
七
赤

雜
骭
山
一

門
に

驤
１５
旦

３
日

月
そ
つ
？
い
心

八
白

○
望
二
〇

時
三

九
分

４
日

火
そ
つ
？

ふ
九

紫
米
国
独

立
記
念
日
、
八

せ
ん

終
り

５
日

水
あ
え
　

ね
九

紫
栄
西
禅
師
忌
、
九

星
陰
遁
始
め
、

甲
子

６
日

水
き

宕
う
し
八

白
東
京
入
谷
朝
顔
市
（
８

口
迄
）

７
日

金
髟

宍
粟
赤
諳
記
顫

七
言
］
訌

混
ざ

８
日

土
り
宕
　

う
六

白
不
成
就
口

９
日

日
つ

あ
え
た
っ

五
黄

東
京

浅
草

観
音

ほ
お

ず
き
市
、

鴎
外
忌

１
０

日
ｓ

つ
白

広
見
Ｈ
茆
註
釈
戸
口
ご
旨
］

１
１

日
火

お
え

う
ま

三
碧

初
伏
、
大

っ
ち

、
三

隣
亡
、
一

粒
万
倍
口

１
２

日
水

壱
尽
ど
蕉

齟
匸
器
皿
贊
蓉
菘
、

１
３

日
水
み
つ

？
念

一
白

ぼ
ん

迎
え
火
、

東
京
靖
国
神
社
み
た

ま
祭

４
日

金
そ
つ
宕

万
九
紫
佐
原
の

大
祭

・
小

倉
祇
園
太
鼓
（
１
６

日
迄
）

Ｉ
　
　
　
　
　
　

‘
　
　
　

熊
野
那
智
大
社
扇
祭
、
一

粒
万
倍
日

１
５

日
土

あ
え

い
心

八
白
勤
ぼ

労
ん
青
｀

少
山

年
形
の
出

呷
二

山
花
祭
、

６
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ
ぽ

ん
送

り
火

、
や

ぶ
入
り
、

賽
日

、
え

ん
ま

詣
り
、

１
日

日
き

？
　

ゐ
七

赤
国
土
交

通
デ
ー
、

京
都
松
尾

大
社
御
田
祭
、

不
成

就
日

７
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
　
　

Ｌ
亜］
海
の
日
、
京
都
八

坂
神
社
祇
園
祭
、

１
日

月
尽
え
　

ね
六

白
塩
竈
み

な
と
祭
、

茅
ヶ

崎
寒

川
神

桂
浜

降
祭

１
８

日
火

諾
？
つ
し

丑
黄

●
朔
三
時
三
二
分

１
９

日
水

つ
あ
え
ヒ

ら
四

緑
小
っ
ち

旧
六
月
小

２
０

日
木

っ
ち

宕
う
三
碧

土
用

七
時

二
六
分
、

山
口

祇
園
祭
（
２
７

日
迄
）

２
１

日
金

お
え

九
つ

二
黒

中
伏

２
２

日
土

か
？
　
ふ
一

白
敦
賀
気

比
神

宮
総

参
祭
、
熊

谷
う
ち
わ
祭

３
　
　
　
　

’
　
　
　
　
　

ヽ
大

暑
一

〇
時

五
〇
分
、

宇
和

島
和
霊
祭
、

２
日

日
ふ
つ
？
う
ま

九
紫

三
隣
亡
、

一
粒

万
倍
日
、

不
成
就
日

２
４

日
１
づ
宮
つ
し

公
慥
鋩
回

収
Ｐ
享
蔡

２
５

日
火

あ
え

念
七
赤
十人
方阪
ぐ天
れ満
入天
り神
祭
、
徳
島
天
神
祭
、

２
６

日
水

き
？

ヒ
リ

六
白

Ｏ
　上
弦
七
時
○
七
分
、

一
粒

万
倍
日

２
７

日
木

尽
え

い
心

丑
黄

神
奈
川
大
山
阿
夫
利
神
社
夏
季
大
祭

２
８

日
金

諾
ヒ
　

ふ
四

緑
宇
佐
神
宮
夏

越
大
祭
（
３
０

日
迄
）

２
９

日
宍
奈
二
三
磊
齟
皿
騏
詰
鸚
）

３
０

日
日

っ
ち

宕
う
し
二

黒
土
用
の
丑
、

大
阪
住
吉
祭
（

８
月

１
日
迄
）

干
潮

９． １３

２０５

９
１

８
４

４
８
９

十
五

先
勝
た
い

ら
房

神
よ

し
４．２
９
．０
Ｈ
２
．３
２．４
７
．１
９．５

１
１
　
　
１

士
ハ

友
引

さ
だ

ん
心

９
１

４
１

２
０

１
３

４
９

９
３

１
１

十
七

先
負

ヒ
る

尾
ぢ
う
日

４
．
３
０

十
八

佛
滅

や
ふ

ら
箕

２２．２７

３． ３５

１８．０２

丶０．４７

２３１６

１９．０１

２０．１２

４． ３９

４． ２３

１８．４５

１１ ．３６

心

４． ３０

１９．０１

三
六

旧

六五

月月

小大

月
の

初
め

に
は

ま
だ

梅
雨
期

が
残

っ
て

い
る

こ
と

も
あ
る

が
、

本
格
的
な
夏
型

の
天
候
、

気
候
に
な

ろ
う
。
た
だ
し
最
近

は
不

順
な

こ
と

が
多
く
、

冷
害

や
集

中
豪

雨
に

見
舞

わ
れ

る
こ

と
も
あ
る
。

一
　

【
冠

】
七

日
は

「
七

夕
」

な
ば
た
）

五
節
句
の

一
つ

０
０

５
４

０
９

２
７

０
３

２
４

機
」

の
日

で
あ
る
。

織
姫
の
名

２
１

５
５
１
９

０
１２
に
ち
な

ん
で

、
昔

は
女

子
の
裁

１
０

９
２
６

十
九

大
安

あ
茫

乎
神
よ
し

４
．３
９．
０

口
７．１

５
．
５

１
２

つ一

棚た

Ｏ
ア

４
７

１
０

縫
の

上
達

を
願

っ
た

も
の

で
あ

２
０

－
１３
．

る
が

、
最

近
で

は
技

芸
は

も
と

廿
赤
口
あ
や
ふ

牛
天
お
心

４
．
３
１

９
．
０
０

２
．
１
２

８
．
２
７

６
．
４
５

０
．
４
４

１
２
　
　
　
２

２
０

２
９
９

竺
先
勝
な

る
女

神
よ

し
４．
３

９
．０
２．
４

ロ
７．
３

１
２

３
０
９

廿
二

友
引

お
さ

ん
虚

天
お

ん
４．
３

９
．０
３．０
１
２

１． ３２

１３．５３

２１ ．１９

２． １７

１４．３４

８
１

２
８

４
４

５
０

０
８

１
３

１
　
２

３
９

６
５
４

廿
一

二
先

負
ひ
ら
く

危
く
ゑ
日

４
．３
８．５
３
．３
１．５
９
．
５

１
２
１

廿
四

佛
滅

ヒ
。

つ
室

３
４

５
９
　一
０
０

４
１８
　

１
３

１５』４

２
５

０
８

５
６

２
２

．
屯
１
５
．

２
２

０
２

Ｈ
２
３

苴
大
安
心

つ
壁

大
今
う
４．３４
８．５９
０．０５
４．０６
３．１９
３．４７

１
　

１
１
２

５． ２１

１６ ．４９

６． ３５

１８．０５

５
８

６
１
　

５
９

廿
六

赤
口

７
く

金
神
よ
し

４
．３
８．
５

０
．３
５．１

石
７．
３

１
　

１
　
１

６
８

２
４

廿
七

先
勝

ふ
　

っ
婁

神
よ

し
４．
３

８
．５
口
６
．
１

１
　
１

０． ４９

１９．３２

３
３
７

１
３
４

６
８
０

１
　
２

６
７

４
４

２
０

廿
八

友
引
た
い

ら
胃

月
と

く
４．３
８
．５
１．５
７
．１
２．０
６
．
５

１
　

１
　
１

よ
り

、
書
道
、

音
楽

、
学

習
全

般
な
ど
の

願
い

事
ま
で
、

祈
る

よ
う

に
な

っ
た

。
色

紙
や

短
冊

な
ど

に
願

い
を

書
い

た
り
、
紙

の
星
形
を
つ
る

し
て
庭
に
飾
る
。

近
ご

ろ
で

は
町

ぐ
る
み
、

都
市

ぐ
る

み
の

お
祭

り
行

事
に

な
っ

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ
る
。

と
く

に
仙

台
や

平
塚

の
「

七
夕

ま
つ

り
」

は
全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。

【
葬

】
死

者
を
送
っ

て
最
初
の

お
盆

を
特
に
「

新
盆
」
と

い
い
、

戸
外

に
葉

つ
き

の
青

竹
を

四
隅

に
立

て
、
上

で
結

び
、
盆

な
ど

を
か
け

の
ほ

う
を

わ
ら
縄

花
（

桔
梗
の
別
称
）

、
白

張
り

の
提
灯

７
７

２
９

４
１

６
５

う
と

こ
ろ

も
あ
る
。

お
盆
は
、

廿
九

先
負

さ
だ

ん
昴

ぢ
う

日
４．
３

８
．５
２．４

Ｈ
Ｈ
７
．２
Ｈ
２
．３
盂
蘭
盆

の
略

で
昔

か
ら

家
単
位

１
　

１
　

１
１
２

丗
佛
滅
ヒ

る
華
僑
』

こ
　
４
．
３
７

８
．
５
７

３
．
３
６

１

朔
赤
口
憺

霎
觜

十
し
４
．
３
８

８
．
５
６

４
．
３
３

１

ニ
先
勝
あ

茫
参

毋
倉
４
．
３
９

８
．
５
５

５
．
３
３

１

１８．５７２０．１ １　 １９．３７

１
０

８
４

５
５

４
１

３
７

０
３

１
１
２

５． ０５　 ４． ３０

１８．４３　１８．１７

０
５

２
１
８

三
友
引
な

る
井
万
事
よ
し

４
．４
８．５
６
．３
０．４
５
．
３

１
　
２

０
４

１
７
２

回
先
負
お
さ
ん

鬼
天
お
ん

４
．４
８．５
７
．３
１．０
６
．
１

１
　
２

五
佛
滅
ひ

才
柳
天
お

ん
４．４１
８．５４
８．２
８

１

六
大
安
ヒ

。
つ
星

１１ ．２７

２３．４８０３

１９．０９

０． １９

１２ ．３７

１９．３５

０． ４９

６． ４７

２０．０丶

１． １９

２
３

５
３

７
８

４
５

２
５

２
２

４
８

９
１

７
０

１
　

２
　
２

七
赤
口
た

つ
張

天
お

ん
４．４２
８．５
２

１

八
先
勝
・

で
翼
神
よ

し
４．４３
８．５
２

１

。
－

冫
ぐ

｝
ノ

‘
ｊ

―
丶

Ｊ
ｗ
　

、
ど

。
ヽ

－
一
一

１
２

簀
薦
（
す

ご
も
）
を

敷
い

て
代
用

１３．３６　１３．０７

１． ５１

１４．０５

２
６

４
７

７
４

２
１

１
５

２
３

０
２

８
０

２
４

１
２
　

２
　
１

の
大

き
な

行
事

に
な

っ
て
い

る
。

地
方
に
よ

り
多
少
祀

り
方

は
違

う
が

、
精

霊
棚

を
作

り
お

位
牌

を
安

置
し
、
野
菜
、

果
物
、

ソ
ー

メ
ン

、
団

子
な

ど
を

供
え

る
の

が
普

通
で

あ
る

。
仏

壇
に

す
る

こ
と

も
あ
り
、

き
ゅ

う
り

や
な

す
で

、
牛
、
馬

の
形

を
作

っ
て

供
え

る
と

こ
ろ

も
あ
る
。

十
三

日
の

夕
刻

、
迎

え
火
と

い
っ

て
麻

幹
（

お
が
ら
）

を
た

い
て

仏
を

迎
え

、
十

五
日

に
僧

侶
に

読
経

し
て

も
ら
い
、

十
六

日
に

送
り

火
を

た
い

て
冥
界

（
め

い
か

い
）

に
送
る
。

お
盆

供
え

物
は

川
や

海
に

流
す
の

２
０

４
１

１
２

２
８

ｎ
０７
普
通
で

、
小

さ
な

舟
を

作
り
｀がの

ｎ
２２
．

乳
別

－
１５
．

そ
れ

に
灯

籠
を

載
せ

て
流

す
風

九
友
引
ふ

つ
軫

神
よ

し
４．
４４
８．５１
２．２１
３．０９
０．
２５
２．０３
４．０９
５．５
１

１
１

２
１

２
　
１

５
０

６
１
７

十
先
負
た
い
ら

角
五
む
日

４
．４
８．
５

３
．２
３．
４
Ｈ

１
１

２
１

５
９
４

十
一

佛
滅
さ
だ

ん
亢

大
字
つ
４．４
８
．４
４．
３
一

１
１

十
二

大
安

ヒ
ら

氏
ふ
く
日

４
．
４
６

８
．
４
９１

１４．３３

１５．４５

０． ２２

－

７
８

３
２
５

古
一

赤
口

ｆ
ぶ

る
房

十
し
４
．４
８．４
６
．５
口
１
．
０

１
１

１６．３５　１５．４９　２３．４４　２２．４６

３
１

日
月
お
ヽ

；
ら

一
白

贊
齟
騏
万
言
鼎
呂
り
、
　
　

十
四

先
勝

夲
ご

々
倉

嫺
鴇
昌
９． 躬　 ８． ５３　 ７． ５４　 ６． ４８　 ５． ２９

２２．２４　２１ ．２８　２０．１ ９　１８．５２　１１．０７

習
も

各
地

に
残

っ
て

い
る
。

【
祭

一
中
元
の

習
慣
は
中
国
に

発
す
る
。

正
月

十
五

日
を

上
元
、

七
月
十
五

日
を

中
元
、
十
月
十

五
日

を
下
元
、

合
わ

せ
て

三
元

と
し
、
金
品
を
さ
さ
げ
て

贖
罪

（
し

ょ
く

ざ
い

）
を

す
る

日
と
い

い
伝

え
ら

れ
て

お
り

、
こ

れ
が

わ
が

国
で

形
が

変
わ
り
、

縁
故

者
や

目
上

、
恩

人
に

贈
り
物
を

し
、

感
謝

の
心

を
表

す
も

の
と

な
っ

た
の

で
あ

る
。

三
七

○
七

月
の

行
事

上
弦
＝
上

弦
の

月
を
指
す


